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神経細胞ネットワークが生み出す複雑なダイナミクスは，脳における情報処理の資源である[1-3]。

機械学習の分野では，複雑なダイナミクスを情報処理に結び付ける手法として，リザバーコンピ

ューティングが発展してきた[4-6]。本研究では，ラット大脳皮質培養神経回路のダイナミクスをリ

ザバーとして利用し，計算モデルの構築と実験的評価を行った[7]。特に，脳の配線構造を模倣し

たモジュール構造を培養神経回路に導入することで，入力情報の分類にモジュール性が寄与する

ことを示した。さらに，音声信号を用いた課題では，女性話者のみを学習データに使用したにも

かかわらず，男性話者の音声を識別できる汎化性能が明らかとなった。この汎化性能は，培養神

経回路を介さず直接出力層を学習させた際には観察されなかったことから，生物の神経回路が情

報の汎化に寄与する可能性が示唆される。発表では，これらの成果を基に著者らが現在取り組ん

でいる最新研究についても併せて報告する[8]。 
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